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名古屋⼤学医学部附属病院
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病床数：1,035床 (⼀般985床・精神50床)
感染防⽌対策加算1・感染防⽌対策地域連携加算
中央感染制御部➡医師6名・看護師3名(CNIC2名)
薬剤師3名(BCICPS1名・BCPIC1名)
微⽣物検査室 検査技師8名(365⽇⽇勤帯稼働)
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陰圧設備
ü ⼊院病室8�(うち集中治療室3)
ü 外来診療室4・採痰ブース
ü 救急外来診察室1・気管⽀内視鏡室1
ü ⼿術室2
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COVID-19流⾏下における当院の役割
ü COVID-19重症患者の診療
ü 地域のCOVID-19診療のバックアップ
ü 拠点病院としての診療機能維持



名⼤病院採⽤N95�respirator
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名⼤病院採⽤N95�respirator
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COVID-19受け⼊れ体制
重症患者収容病棟 軽症患者収容病棟
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COVID-19対応時のPPE
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COVID-19対応時のPPE
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COVID-19対応時のPPE
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N95�respiratorの確保



フィットテスト対象者の拡⼤
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• COVID-19診療に携わる可能性のある
医療従事者全員を対象

➡延べ400⼈以上に実施
• フィットテストで使⽤したrespiratorも
実際に使⽤してもらう形で提供

• 3M(フィルタ付き)➡ HOGY➡興研
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フィットテスト対象者の拡⼤



ü 数字で⾒えるため安⼼して使⽤できる
ü 毎回ユーザーシールチェックを⾏う
重要性が分かった

ü 髭がfittingを悪くすることが分かった
ü 外し⽅と⼿指衛⽣も重要だと感じた
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マスクフィッティングテスター使⽤後の感想



Powered�Air-purifying�Respirator�(PAPR)
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v COVID-19重症例受け⼊れ施設における
呼吸⽤保護具の運⽤を報告した

vマスクフィッティングテスターは
被検者に安⼼感をもたらす

v⻑時間連続装⽤場⾯を対象とした
PAPRの選択的活⽤が有⽤

ü 毎回の脱着⼿技の質の担保が課題
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結 語


